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概 要

客観性、正確性、公平性が高いことが望まれる新聞やテレビといったマスメディアにおいても発信者の意図による報道

の偏りが存在する。本報告ではメディアの報道の違いを客観的に捉え、将来的にメディアの偏りの定量化を行うための

前段階として、新聞社の各記事を character-level convolutional neural networks (CLCNN)で解析し、各記事の発行会

社を推定すると共に、その判断のための重要な手掛かりとなった部位、つまりその新聞社の特徴的な表現と考えられる

部位の可視化を行った。本実験では、Webで公開されている大手新聞社 4社の政治、経済、国際面計 19,442記事の内、

記事の長さが 350文字以上である新聞記事計 4,836記事を対象に解析した。その結果、新聞記事からの発行会社の推定

問題において 4-fold cross validationで評価したところ平均 90.0%の識別精度を実現した。新聞社の特徴を表していると

考えられる可視化された部位は、記事により多様であり今後の解析が必要であるが、新聞社によっては人名や固有名詞

に強く反応が現れる傾向が見られた。

1 背景

様々なメディアが発信する膨大な情報を容易に得る

ことが可能になった今日、正確な情報を得るためには

情報の客観性・正確性・公平性を考慮した的確な判断

が求められている。新聞は正確で公正な記事と責任あ

る論評により社会の要望にこたえ、公共的、文化的使

命を果たすことが責務であると定められている [1]。し

かしながらこうしたマスメディアにおいても発信者の

意図による報道の偏りが存在する。河野らは、テレビ

局各局の報道の分析を行い、ニュースのトピック間に

報道量の差やイメージの差があり、その差異はテレビ

局によって異なることを示した [2]。本研究では、こ

うした違いの客観的な定量化や可視化を行うための基

礎検討として、特に客観的な報道が求められる大手新

聞社 4 社の新聞社を対象に、記事内容から、それら

の違いについて客観的に得られる違いについて検討を

行った。

自然言語処理において、文字列を必要に応じた前処

理を経て時系列 nをベクトル表現に変換したのち、そ

れらを何らかのモデルで処理を行うことが一般的で

ある。recurrent neural networks (RNN) は非線形な

時系列データを単純なモデルで効率よく学習できるた

め、これまで広く使われてきた。しかしながら、RNN

は確率的勾配降下法によりパラメータの最適化を実施

しているため、時間方向の勾配が消失してしまう問題

[3]が存在し、長い文字列の扱いに困難が存在してい

た。その問題に対応するために入力ゲート、出力ゲー

ト及び忘却ゲートを用いた long short-term memory

(LSTM)[4]が提案され、長期依存性のある時系列デー

タの学習が可能となった。また、深層学習技術の最も

中心的なモデルとして知られ、主に画像認識タスクに

用いられる convolutional neural networks (CNN)の

入力を 1次元にして文書分類タスクに応用した例も見

られ高い精度を上げている [5]。

一方で日本語の解析は、英語と異なり困難な形態

素解析が必要であり、また文字の種類が極めて多いた

め、主に英語で利用される手法をそのまま利用でき

ない。島田ら [6]は、文章中の各文字を画像とみなし、

convolutional auto encoderにて文字形状に基づいた文

字埋め込みを行った後、1次元CNNである character-

level convolutional neural networks (CLCNN)で学習

することにより、こうした形態素解析や、文字種類の

多様性による困難さを大幅に緩和して、文書識別問題

において良好な結果を達成している。

新聞記事の解析について、英文に対しては様々な研

究が行われており、新聞社間のメディアの論調の違い
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図 1: CLCNNのモデル

表 1: 新聞社別の記事数
読売新聞 朝日新聞 毎日新聞 産経新聞

718 1154 1616 1348

を定量的に解析した研究も見られる。Fortuny ら [7]

は、ベルギーの新聞を解析し、各メディアが特定の政

党への投票を促すような記載をしていることについて

解析を行っている。日本語の新聞記事の内容を対象と

した自然言語処理の研究には、見出しの提案や要約、

特定のキーワードに関する報道の変化 [8]、特定の傾

向を持つ記事の抽出 [9]、経済動向の予測 [10] などが

あげられるが、メディア間の違いを定量的に解析する

研究は数少ない。

本研究ではCLCNNを用いて、各社の新聞記事を客

観的に解析し、記事のみから新聞社の推定が可能であ

ることを示したうえで、その特徴的な表現を可視化す

ることで、メディアの報道内容、姿勢の差を今後定量

的に評価するための基礎的な足掛かりにする。

2 提案手法

本研究では大手新聞社 4社 (読売、朝日、毎日、産

経) の政治、経済、国際面で 2014 年 7 月 23 日から

2015年 11月 19日及び 2017年 10月 12日から 2017

年 12月 24日までに取得した計 19,442記事の内、記

事の長さが 350文字以上計 4,836記事を対象に解析し

た。解析した記事数の分布を表 1に示す。

2.1 新聞記事から発行会社の推定

新聞記事の各文字を unicode を用いて符号化を行

い、CLCNNを用いて学習を行った。用いた CLCNN

のモデルを図 1に示す。

我々が用いたCLCNNモデルには、500文字ごとに

1文字ごとスライドさせながら記事を入力させる。記

事が 500文字に満たない場合には 0パディングを行い、

500文字を超える場合には、その記事の先頭から 500文

字を用いた。また前述の通り、まず各文字を unicode

で 128 次元のベクトルに変換する。続いて、入力文

字ベクトルを任意の確率で dropout させる wildcard

trainingを導入した。これは島田ら [6]が CLCNNの

過学習を抑えるために提案した手法で、各種文書分類

問題で 10%以上の精度向上を実現した優れた効果が

報告された手法である。本モデルは、4～7の異なる

カーネルサイズでの浅い畳み込みを行ったのち、それ

に続く極めて大きいmax pooling処理を行っている。

前者については、Saxeら [11]が自然言語処理におい

ても、異なるカーネルサイズを用いることで成果を上

げた手法を参考に予備実験によりカーネルサイズを決

定した。後者については、Raffら [12]が、長い解析

文字列の中から特徴的な部位を検出する際に効果的で

あったモデルを参考にしている。

CLCNNを用いることで、適切な処理が困難な形態

素解析を行わずに処理が可能となる。記事の発行会社

の推定については、4-fold cross validationにより評価

を行った。

2.2 新聞社の記事特徴の提示

記事の中で、その新聞社の特徴を表現している部位

の可視化を目的に、CLCNNの出力の根拠の提示を、

画像中の関心領域の抽出として提案された Zeilerらの

手法 [13] を参考に試みた。具体的には、解析対象の

CLCNN出力と、解析対象の文字列内任意の N文字

を null文字に置き換えた際のCLCNNの出力の差を、

そのN文字が識別に与える影響度として記録した。そ

の部位をラスタスキャンさせて加算することにより各

記事において、ヒートマップを作成した。これは、ど

の部位の表現が記事の識別に重要であったか、つまり

その新聞社の特徴的な表現であることが期待できる。

予備実験の結果、本実験では N=5とした。
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表 2: 新聞社推定の confusion matrix
predict label(%)

読売新聞 朝日新聞 毎日新聞 産経新聞

読売新聞 87.0 7.8 1.4 3.8

true label 朝日新聞 4.9 87.0 1.0 6.8

毎日新聞 0.6 1.4 97.0 1.5

産経新聞 4.7 0.6 0.1 89.0

3 実験結果

3.1 新聞記事から発行会社の推定

記事からの発行会社の結果についての confusion ma-

trix を表 2に示した。データセット全体での識別精度

は平均 90.0%であった。以上の結果よりCLCNNを用

いることで形態素解析を必要とせずに、新聞記事のみ

からその発行社を推定するタスクを実現できたといえ

る。またこのことは、CLCNNが記事の中から新聞社

を特徴づける何等かの特徴が存在し、それを獲得でき

たと考えられる。

3.2 新聞社の記事特徴の提示

読売、朝日、毎日、産経の新聞記事に対する発行会

社推定において各新聞社の特徴を表すと考えられる表

現のヒートマップの例を図 2～図 5 に示す。CLCNN

を用いた新聞記事の発行社推定で高い精度の実現がで

きていることから、得られた文の発火した部位は、各

新聞の特徴を表していると考えられ、概ね単語ごとに

発火していることが確認できる。現時点では得られた

結果の定性的な解釈のみであるが、読売新聞では比較

的人名の発火はあまりせず、朝日新聞は反対に人名に

対してよく発火する傾向にあった。毎日新聞はほぼ全

ての部位で強く発火する傾向にあった。このことは記

事全体が毎日新聞を特徴づける、言い換えれば今回の

解析において、毎日新聞の記事は他の 3誌に比べて表

現上の強い特徴が見られにくいとも考えられる。いず

れにしても今後、より深く定量的な解析が必要となる。

4 おわりに

各新聞社とも固有名詞には強く発火する傾向があっ

たが、同一単語でも新聞社によって発火の差異があっ

た。しかしながら、本研究では定量評価は未だ出来て

おらず、今後の課題となる。
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図 2: 読売新聞の特徴を表すと考えられる表現のヒートマップの例

図 3: 朝日新聞の特徴を表すと考えられる表現のヒートマップの例

図 4: 毎日新聞の特徴を表すと考えられる表現のヒートマップの例

図 5: 産経新聞の特徴を表すと考えられる表現のヒートマップの例
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